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令和２年１０月１６日、北海道江別保健所の職員を講師に招き、感染症をテーマと
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知里幸恵ノートの展示

国立アイヌ民族博物館における「知里幸恵ノート」の展示 

令和２年７月１２日、民族共生象徴空間ウポポイがオープ

ンしました。 

ウポポイの中核的施設のひとつである国立アイヌ民族博物

館では、基本展示室の「イタク～私たちのことば」コーナー

におけるシンボル的な資料として、当館が所蔵する北海道指

定有形文化財「知里幸恵ノート（以下「ノート」といいます。）」

４冊のうち、１冊目が６月の内覧会期間中とオープンから８

月１６日まで、３冊目についても１１月３日から２月２８日

まで展示されました。 

ノートは、知里幸恵（明治３６年（１９０３年）～大正１１

年（１９２２年））が、祖母や伯母から聞いたアイヌの口承文芸 

をローマ字で書き表したもので、一般公開は今回が初めてです。 

また、当館においても、ウポポイ開設に合わせ、４月１日から９月２９日まで、展示「知里幸恵

ノート～１９年の生涯をかけた偉業」で、知里幸恵の生い立ちやノートの内容等について紹介しま

した。 

国立アイヌ民族博物館等との連携による 

アイヌ文化の普及に向けた取組 

特集１

知里幸恵ノート（１冊目）

写真：国立アイヌ民族博物館撮影
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矢崎春菜学芸員 

挨拶の読みや意味を説明しました

講演会 「知里幸恵ノート」と『アイヌ神謡集』 

■ 日 時：令和２年（２０２０年）１０月１８日（日）１４：００～１６：００ 

■ 会 場：研修室 

■ 内 容： 

国立アイヌ民族博物館や当館において

ノート等が紹介されたこの機会に、道民

がより深くアイヌ文化に親しむとともに、

ウポポイへの興味・関心が一層高まるよ

う、当館では、国立アイヌ民族博物館で

ノートの展示に携わっている矢崎春菜学

芸員を講師に迎え、講演会を開催しまし

た。 

アイヌ語やアイヌ民族の口承文芸が専 

門である矢崎学芸員は、講演の冒頭、ア 

イヌ語で挨拶し、次に、今語ったアイヌ

語の読みをローマ字で書き表したものを

スライドで示しながらその意味を説明し

ました。 

続いて、国立アイヌ民族博物館におけ

る展示の様子と関連づけながら知里幸恵

の生涯やノートの内容を年表などを用い

てわかりやすく解説しました。 

講演の後半では、北海道各地の多数の神謡を、特に、５つの神謡については、実際に謡って紹介

し、アイヌとカムイ（神）の物語や、「サケヘ」と呼ばれる繰り返しの文句などについて詳しく解説

しました。参加者は神謡を生で聞きながら、「サケヘ」がメロディーの中でどのように表れるのかな

どを体感し、一歩踏み込んだアイヌ語や神謡の世界を楽しんでいたようでした。 

また、休憩時間には、会場後部に展示した参考資料を手に取って読む参加者も多数見られました。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、参加者の定員を大幅に縮小しての開催となりましたが、

２０歳代から７０歳代まで幅広い年代の１８名が参加し、質疑応答も含め、終始熱気にあふれてい

ました。 

2



アンケートでも、「神謡を実際に聞くことができたのがよかった」、「アイヌ民族の口承文芸を体系

的に知ることができた」、「サケヘのことを知ることができた」、「わかりやすい語り口で理解が容易

だった」などの感想が多数寄せられ、好評のうちに終了しました。 

なお、当館では、アイヌ文化に親しむ取組として、上記の講演会と合わせて、北海道博物館との

連携による次の講座を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の患者数の増加等を踏まえ、

中止することとしました。 

■ 開催予定日：令和２年（２０２０年）１２月５日（土）

■ 講 座 名：利用講座 映像によみがえる北海道

■ 講 師：奥田 統己 様 

（北海道博物館アイヌ民族文化研究センター非常勤研究員、札幌学院大学教授） 

（北方資料サービス課） 

会場の様子～ディスタンスをとって着席していただきました
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令和２年１０月１６日、好評だった昨年度に引き続き、北海道江別保健所との連携講座第２弾「わ

かりやすい健康に関する情報講座」を開催し、２１名が参加しました。 

■ 日 時：令和２年（２０２０年）１０月１６日（金）１４:００～１６:００ 

■ 会 場：研修室 

■ 内 容： 

ミニ講座「本やインターネットで健康情報を調べよう！本の探し方 ～感染症関係を例にして～」

道立図書館利用サービス部一般資料サービス課主任 畑中 ゆい

講演「感染症から身を守ろう！！～もらわない・うつさない・ひろげない～」 

コミュニケーションタイム 北海道江別保健所保健師 尾形 帆南 様

〃    保健師 丸山 晃子 様

今回は、冬季にかけて感染力が強くなる新型 

コロナウイルスやインフルエンザ、ノロウイル 

ス等による感染症をテーマに、北海道江別保健 

所から講師をお迎えし、予防医科学の観点から 

お話をいただきました。 

講座では、まず、当館職員が健康情報の調べ 

方を紹介するミニ講座を行い、続いて、江別保 

健所の保健師お二人から、ウイルスの特徴や予防法等について、実演を交えてお話しいただきまし

た。後半のコミュニケーションタイムでは、感染によるメンタル面での不安や偏見について、自分

や身近な人が新型コロナウイルスに感染した場合を想定し、グループで話し合いました。 

時節柄、新型コロナウイルスへの参加者の関心が高く、コミュニケーションタイムや質疑応答は活

気あるものとなりました。アンケートも好評で、盛況の内に終了しました。 

（一般資料サービス課） 

わかりやすい健康に関する情報講座 

特集２
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 当館の閲覧室にある雑誌書架、その中 

にひときわ目立つ「スポンサー寄贈雑 

誌」コーナーがあります。今年度から開 

始した雑誌スポンサー制度。現在、スポ 

ンサーを受けていただいた北菓楼、わ 

かさいも本舗、富士メガネの３社からそ 

れぞれ『スポーツグラフィック ナンバ 

ー』、『婦人画報』、『健康』、『ＮＨＫ 今 

日の健康』の４誌を寄贈いただいていま 

す。どれも人気雑誌で、いつも誰かが手 

にして閲覧している状態です。雑誌には 

表紙の部分にスポンサー企業の紹介を、 

そして裏面は全体を使って主力商品の 

宣伝や企業のイメージ戦略など、自由に 

お使いいただくことができます。 

また、当館ホームページにバナーを設 

けて、スポンサー企業のホームページへ 

もリンクしています。資料検索などで図 

書館のホームページを訪れた方に、スポ 

ンサー企業の情報を届けるチャンスです。 

 商品の売り上げに、そして「図書館 

を支援する企業」として文化的な企業イ 

メージのアップにと広告効果バツグンの 

「雑誌スポンサー制度」。年間を通じてスポンサーを募集しています。 

詳細については、利用サービス部一般資料室資料整備課へ直接お問い合わせいただくか、図書館

ホームページにある「雑誌スポンサー」のページをご覧ください。 

（資料整備課） 

雑誌スポンサー制度について 図書館で企業をＰＲ！ 

特集３

表紙の下部と裏面全体に、企業広告を載せること

ができます。『ナンバー』２０２０年１１月１９日

号の特集は「ダルビッシュ進化論」。大人気で、閲

覧順番待ちでした。

←こんなバナーがあります。まずはここを「ポチッとな…」と
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鶴居村は釧路管内のほぼ中央に位置し、国の特別天然記念物タンチョウが数多く生息する、酪農

を基幹産業とする人口２，５００人ほどの小さな村です。鶴居市街を縦断する道道５３号線から役

場を背にして東に少し行くと村の生涯学習施設ふるさと情報館「みなくる」があり、その中に鶴居

村図書館があります。平成３１年４月１日に「図書室」から条例化により「図書館」に昇格したば

かりの図書館です。 

 ふるさと情報館「みなくる」は平成１１年１１月に竣工し教育委員会事務所が移転、同年１２月

２３日には図書室が先行オープンし、翌１２年４月１日に全館が正式オープンしました。構造は鉄

筋コンクリート造・一部鉄骨造、敷地面積９，１８５平方メートル、建築面積２，８６７平方メー

トル、延床面積２，６８１．７４平方メートルの施設です。屋外にはアスレチック遊具を設置して

おり、噴水や浅い水路など水辺空間のあるプロムナードも隣接しています。 

 館内は、図書館のほかに、誰でも気軽に憩える場として広く開放的に設計されており、天井はタ

ンチョウの羽ばたく様子がデザインされているエントランスホール。村の歴史や基幹産業である酪

農、タンチョウや釧路湿原等の郷土資料をジオラマや立体映像を使い、遊びながら学べるよう展示

している常設展示室。自由活動のスペースで、卓球、バドミントンなどもでき、目的に応じた利用

が可能な多目的ホール。収容人数約５０人、大型スクリーンでハイビジョン映像を視聴することが

できる映像ホールがあり、これら全てを図書館において一体的な管理を行っています。 

 鶴居村図書館は、延床面積４９３．６３平方メートルの空間に約５万冊の蔵書を保有しており、

閉架書庫内にも約２万冊の蔵書があります。当図書館にお目当ての本があるかどうか、自宅にいな

がら確認できるインターネット図書検索システムも導入しています。図書貸出カウンター前のスペ

タンチョウと酪農の里の図書館

鶴居村図書館 館長 佐藤 恵治 

図書館紹介

鶴居村ふるさと情報館「みなくる」外観 右側は北海道遺産「軌道」車両 
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ースには、毎月テーマを設定しデコレ 

ーションを施した「おすすめ本コーナ 

ー」を設置しています。「お話コーナー」 

は広めのガラス窓付き個室です。幼児 

や小学生向けの絵本や、しかけ絵本な 

どがあり、落ち着いて本を読み聞かせ 

することができます。トイレも部屋の 

すぐそばにあり、小さなお子様連れで 

も安心してくつろぐことができます。 

その他、「コンピュータコーナー」ではインターネットでホームページを閲覧したり最新の情報を検

索したり、さまざまな情報にアクセスすることができます。「ＡＶコーナー」ではＣＤやＤＶＤで音

楽や映画を楽しむことができます。現在ＣＤは約３千枚、ＤＶＤは約２千枚あります。 

 また、例年１０月末には読書週間に合わせて「図書館まつり」を開催し、除籍した図書や雑誌を

無料提供する古本市、絵本・紙芝居のお話会を実施。４月末から子ども読書週間、ゴールデンウイ

ークには、アニメ映画等を上映する「子ども映画会」を開催していますが、令和２年度においては、

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、「子ども映画会」は中止、「図書館まつり」は「児童生

徒作品展」に変更して、２週間にわたり児童生徒の絵画や習字を展示しました。 

 新型コロナウイルス感染症が国内、

世界中で猛威を振るう中、当図書館に

おいても、こまめな消毒や換気、ソー

シャルディスタンスの徹底、アクリル

板や図書滅菌機の設置等、当館に安心

して来館いただけるよう、できる限り

の対策に努めており、今後もこれを通

常のスタイルとして実施継続してまい

ります。 

公立図書館は、乳幼児から高齢者ま 

で、住民すべての自己教育に資するとともに、住民が情報を入手し、芸術や文学を鑑賞し、地域文

化の創造にかかわる場です。道内各公立図書館が実施されている取組みなどを参考にさせていただ

きながら、当図書館においてもサービスを充実させ、鶴居村の情報発信基地として、地域住民をは

じめご来館いただいた皆様へ必要な情報と空間の提供を通じて、親しみ愛される図書館を目指して

まいります。鶴居村へお越しの際は是非「鶴居村図書館」にお立ち寄りください。 

図書館入口

図書館内（令和２年１２月撮影） 
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第二書庫１層で昭和期の児童雑誌等を紹介 

書庫ツアーで紹介予定だった資料（一部）

子ども向け書庫ツアー「図書館のひみつをさがせ！」 

■ 日 時：令和２年（２０２０年）８月１３日（木）１４：００～１５：３０ 

■ 会 場：研修室、第一書庫、第二書庫、北方資料室書庫 

■ 参加人数：７名

■ 内 容： 

「図書館のひみつをさがせ！」と題して、小学生の

夏休み期間に合わせて、親子３組７名の方にご参加い

ただきました。 

最初に研修室で読みたい本を探すための方法につ

いて基本的な説明をして、館内紹介ＤＶＤの視聴やエ

プロンシアターの紹介の後、普段は入ることができな

い館内各所を案内しました。 

ツアーに当たっては、各所にキーワード（全てのキ

ーワードがそろうと「ぼうけん」となる）を配置し、道立図書館に興味や親しみを持てるようにし

ました。新型コロナウイルス感染防止のため定員を例年の半分に減らし、マスク着用等の対策を行

った上で実施しました。 

終了後のアンケートでは「図書館の普段入れない部屋にも本がある」、「貴重な資料が見られて

良かった」、「またこのようなイベントがあったら参加したい」等の感想をいただきました。 

書庫ツアー「映画への誘い」 

 令和２年１１月１１日（水）に開催を予定していた、

２０世紀の映画分野の資料を紹介する書庫ツアー「映

画への誘い」は、開催日の前の週に新型コロナウイル

スの感染者が道内で増大して１日に１００人を超える

状況となっていたことからやむなく中止を決定しまし

た。 

 ツアーで紹介するために準備していた資料の一部は、

当館ＳＮＳで紹介しました。 

（一般資料サービス課） 

館内イベント

活動報告1 
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講演会・資料で語る北海道の歴史（第２１回） 

「江戸時代の輸出産品ロード―北海道発（長崎・沖縄経由）中国行―」 

■ 日 時：令和２年（２０２０年）１０月２４日（土）１４：００～１６：００ 

■ 会 場：研修室 

■ 内 容： 

北方資料室では、北海道史の専門家の講演を

通じて、図書館などが所蔵する地域資料を深く

知り、広く活用するきっかけとなるよう、毎年

講演会を開催しています。今回も北海道史研究

協議会の協力の下、同協議会の監事で小樽市総

合博物館学芸員の菅原慶郎様を講師に迎えて、

江戸時代に幕府は長崎を通して清国（中国）と

の交易を行っており、薩摩藩もまた琉球（沖縄）

を通して清国（中国）と交易があったことを背 

景に、コンブ、ナマコ、アワビ、ラッコ（毛皮）など、豊かで質の高い海産物等を有した蝦夷地は、

商品の生産地となったこと、その生産活動にはアイヌ民族が関わっていたことについてお話をうか

がいました。海産物の産地や、漁や採取の方法、商品の価格などについては、当時の文献や絵画の

画像をスライドで見ながら解説していただきました。 

今年は、新型コロナウイルス感染症防止対策のため、参加者の席を離し、定員を２０名に抑えて

実施し、当日は１９名が参加しました。 

会場後部に設けた講演に関連する当館所蔵資

料展示コーナーでは、休憩時間中に、スライド

で紹介された江戸時代の文献や絵画が掲載され

ている図書を熱心に読む参加者の姿も見られ、

歴史的に貴重な資料も出版物などの形で図書館

で見ることができると感じていただけたようで

した。 

終了後のアンケートでは、「松前や蝦夷地で収 

穫された産品について、生産地や生産者のほか、 

運搬についてもよくわかった」、「ナマコやアワビの価値や獣皮の数量について理解できた」、「アイ

ヌ民族とのかかわりについてもわかった」などの感想が寄せられ､好評でした。 

（北方資料サービス課） 

ナマコ、アワビの生産について解説

菅原慶郎学芸員
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新議会庁舎

新議会庁舎に移転した道議会図書室

【道立図書館・道立近代美術館連携展示】 

道立近代美術館が開催する展覧会にあわ 

せ、同館の館内に当館の蔵書を紹介するコー

ナーを設置しています。 

上半期に引き続き、「没後５０年 神田日勝 

大地への筆触 ここで描く、ここで生きる」、

「デビュー５０周年記念 諸星大二郎展 異

界への扉」、「藤沢市所蔵 招き猫亭コレクシ

ョン 猫まみれ展ＭＡＸ」、それぞれの展覧会

に関連する図書や雑誌等の資料を展示し、展

覧会をご覧になった方々に手に取っていただ

きました。

【道議会図書室・道立図書館連携展示】 

道議会図書室との連携事業のひとつとして、

毎回異なるテーマを設けて当館と議会図書室

双方の蔵書から興味深い資料を持ち寄り、道

議会図書室の閲覧室に設けた特設のコーナ

ーで紹介するテーマ展示を年に数回行って

います。

今年度は、新しくなった議会庁舎に移転し

た議会図書室において「議員提案政策条例」

（６月）に続き、第２弾となる「北海道と食」

（９～１０月）、そして「感染症を知る」（１１

～１２月）を開催しました。

連携事業 

活動報告２

神田日勝展 展示の様子
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○「北海道と食」

期 間：９月８日（火）～１０月２日（金）

豊かで多様な自然に恵まれた北海道な

らではの魅力あふれる「食」をテーマに

した展示を行いました。 

海外からも注目される道産食品や地域

住民に愛されるご当地グルメ、食のブラ

ンド化、学校給食と地域文化、食育、食

による地域おこしやツーリズムなど、

様々な分野に関わる資料を選び、道議会

図書室の蔵書とあわせて約７０冊の資料

を紹介しました。 

○「感染症を知る」

期 間：１１月２５日（水）～１２月１８日（金）

感染症の流行を受け、「感染症を知る」

をテーマに、新型コロナウイルスをはじ

めとして、インフルエンザや風邪などの

感染症の歴史、予防法、ウイルスのしく

みなど道議会図書室の蔵書と合わせて、

約７０冊の資料を展示しました。

また、職員が作成した「感染症」につ

いての調べ方ガイド（パスファインダー）

もあわせて紹介しました。 

（一般資料サービス課・北方資料サービス課） 

「北海道と食」

「感染症を知る」 
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【一般資料閲覧室】 

○「古典の世界へタイムスリップ」

期 間：１０月１日（木）～１１月２６日（木）

１１月１日は「古典の日」です。「古典の日」は文学や音楽をはじめとする日本の古典芸術に親し

む機会として広く浸透させることを目的とし、２０１２年に日本の記念日として制定されました。

このことにちなみ、源氏物語をはじめとする古典文学作品、日本の古典芸術に関する本のうち、入

門者向けの本を中心に展示しました。 

○「変える！働き方 ～過労死等防止啓発月間特別展示～」

期 間：１１月１５日（日）～２９日（日）

１１月の「過労死等防止啓発月間」にちなみ、働き方

を変えるヒントになる資料を展示しました。コロナ禍の

今求められる、テレワークなどの図書や、令和２年４月

から施行された働き方改革関連法についてわかりやすく

書かれた図書・雑誌なども並べ、関心をもって手に取っ

ていただきました。 

また、資料リストは、この展示期間中に開催された「過

労死等防止対策推進シンポジウム」（厚生労働省主催１１

月２７日 ホテルポールスター札幌）の会場でも配置し

ました。 

○「おうち時間を豊かに」

期 間：１１月２８日（土）～１月２８日（木） 

自宅にいても気軽にできるハンドメイドや体力

づくりの本、世界の絶景を楽しめる写真集、旅行

気分が味わえる本、気分が晴れる小説のほか、家

族で一緒に楽しめる遊びの本などを展示しました。 

展示を振り返って 

活動報告３
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○「科学道１００冊」 

 期 間：１１月２８日（土）～１月２８日（木） 

理化学研究所と編集工学研究所が科学者の生き方・考え方、科学の面白さ・素晴らしさを伝える

本を紹介した「科学道１００冊」をもとに、当館所蔵の本を展示しました。 

 

○「見直そう！災害対策」 

  期 間：１月３０日（土）～３月３０日（火） 

  今年の３月１１日で東日本大震災から１０年を迎えることにちなみ、地震や防災・減災について

の本を中心に災害関連本を展示しました。 

 

【えほんコーナー】 

○「あかちゃん ～あたらしい生命、あたらしい世界～」 

 期 間：８月２９日（土）～１０月２９日（木） 

 赤ちゃんが生まれるまでお母さんや家族はどう

過ごすのか、赤ちゃんが生まれると上の子は何を

思うのかなど、様々な赤ちゃんを描いた物語や、

動物の赤ちゃんたちの世界を楽しむことができる

絵本を展示しました。 

 

○「冬をたのしく」 

 期 間：１０月３１日（土）～１２月２４日（木） 

寒くて長～い北海道の冬ですが、あたたかいお

うちの中で過ごしたり、雪あそびやそりすべりな

ど、冬ならではの楽しみがたくさんあります。お

うちでの読書時間でも冬を感じることができるよ

う、冬をテーマにした絵本を展示しました。 

 

○「賞をとった絵本」 

期 間：１２月２６日（土）～２月２８日（日） 

１年間に日本で出版された絵本の中から、優れた絵本におくられる「日本絵本賞」のほか、世界

三大絵本賞といわれる「国際アンデルセン賞」、「コールデコット賞」、「ケイト・グリーナウェイ賞」

を受賞した絵本を展示しました。                  （一般資料サービス課） 
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「くしろふるさとかるた」 

【一般資料閲覧室北方資料展示コーナー】 

○「北海道のカルタ」 

 期 間：１０月１日（木）～１２月２４日（木） 

 当館が所蔵する北海道に関するカルタ

約４０点の中から、ふるさとの自然、歴

史、産業、名産品、偉人や景勝地、公共

施設などが織り込まれた郷土カルタを中

心に、２５点を展示しました。 

 「郷土カルタ」は、遊びを通して郷土

の歴史や文化を知る手掛かりになる手軽

な遊具であり、資料ともなります。地元

の郷土史に詳しい専門家が作成に携わった 

ものや、地元にゆかりのある作家が取札 

（絵札）を作成したカルタがある一方で、読み句を住民から募集したもの、取札の絵を地元の高校

生が描いたものなどもあります。わがまちの魅力を短い言葉や一枚の絵に凝縮して表現する工夫や

苦労が感じられ、どのカルタにも深い味わいが感じられます。また、地元で盛んな酪農や雪中キャ

ベツに焦点を当てたカルタや、エコロジーを意識しながら北国のくらしを暖かく過ごすヒントをカ

ルタで紹介するものもあり、実に多彩です。 

この味わい深さや多彩さを楽しんでいただくため、半月ごと計６回、４点ずつ（５点展示した回

も１回ありました）カルタを入れ替えました。 

カルタの入替予定を展示リストやポス

ターでお知らせするとともに、展示替え

のたびにｔｗｉｔｔｅｒやＦａｃｅｂｏ

ｏｋに投稿したこともあり、来館者から

「生まれ故郷のカルタが展示されるのを

心待ちにしている」との感想が寄せられ

たり、若い方から「地域を知る資料は、

本だけではないのですね」と声をかけて

いただいたりするなど、大変好評でした。 

（北方資料サービス課） 

「十勝ふるさとカルタ」 
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情報交換で話し合ったことを発表 

【令和２年度（２０２０年度）全道図書館新任職員研修会】 

例年６月に開催していますが、１０月に延期し、札幌市教育文化会館研修室において、受講者に

検温、消毒、マスク着用、長机一つにつき１名の着席等にご協力いただきつつ開催しました。図書

館（室）での勤務が２年以上の職員も含む５３名が参加し、１０月という勤務のなかで様々な疑問

や不安が生じている時期でもあり、情報交換の時間は話がはずんでいました。 

間隔をあける席配置のため、後部座席の方は受講の際に不便もあったかと思います。今後、感染

症対策が必要な中で、当館としても研修運営によりいっそうの工夫が必要であるとわかる機会にも

なりました。 

 

■ 期  日：令和２年（２０２０年） 

１０月８日（木）～９日（金） 

■ 会  場：札幌市教育文化会館 

■ 参加人数：５３名 

■ 内  容： 

[１日目] 

講義「公立図書館入門」 

道立図書館利用サービス部一般資料室長 

桑原 裕子 

講義「カウンターの仕事」 

湧別町中湧別図書館主査 

北村 公樹 様 

情報交換「お互いの図書館を知ろう」 

道立図書館総務企画部企画支援課主任 

 木村 啓 

[２日目] 

講義「図書館サービスと著作権」 

道立図書館利用サービス部北方資料室 

北方資料サービス課主任 國安 華子 

講義「選書・収集について」 

    芽室町図書館図書館長兼図書館係長 

 藤澤 英樹 様 

講義「児童サービスについて」           広尾町立図書館係長  三崎 奈美子 様 

講義「道立図書館活用術」 

道立図書館利用サービス部一般資料室一般資料サービス課主任 藤田 さやか 

 

研修事業 

席の間隔を空けて受講 

活動報告４ 
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事例紹介②「学校司書が行う学校支援事例 

～学校まるごと惹き込むアイディア色々～」 

■ 事後アンケートから 

・図書館について基本的なことの再確認や、新人として不足していた部分を勉強できました。 

・知っていたこと、知らなかったことに関わらず発見があり、今後に活かせそうなことの多い時 

 間でした。 

・仕事に対する気持ちが変わりました。 

・他の職種の方、校種の方とも交流できてよかったです。 

 

【令和２年度（２０２０年度）全道図書館専門研修】 

全道図書館専門研修は、図書館運営に関する特定のテーマについてスキルアップを目指すもので、

毎年度、異なる４テーマを設定し地方開催もしながら実施しているものです。今年度は、〈子ども読

書（学校支援）〉（１０月２２日 北見市）、〈経営（企画・広報）〉（１１月２６日 岩見沢市）、〈サ

ービス（レファレンス）〉（１２月１０～１１日 札幌市）、〈サービス（資料保存）〉（１月１５日 札

幌市）の４つのテーマによる開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染者の増加状況を

踏まえ、〈経営（企画・広報）〉と〈サービス（資料保存）〉の２つは中止し、サービス（レファレン

ス）〉は、Ｚｏｏｍを用いたオンライン開催へと開催方法を変更して実施しました。 

 ここでは、当初の予定どおりの日程及び開催地で、会場についてはディスタンスを取ることができる

北見経済センターに変更して開催した〈子ども読書（学校支援）〉の専門研修の概要を紹介します。 

 

全道図書館専門研修〈子ども読書（学校支援）〉 

新しい学習指導要領が小学校で全面実施さ

れ、学校図書館の役割が一層期待されており、

それを最大限に発揮するための学校図書館の環

境整備や担当者間の連携の重要性が高まっていま

す。 

本研修では、学校図書館について理解を深め、

公立図書館（公民館図書室等）から学校図書館

に対して必要な支援の方法や、学校司書に必要

なスキルを学びました。 

講義では、児童生徒の情報リテラシーを育て 

る学校図書館の活用についての理解を深め、学校 

支援のポイントをお話しいただきました。 

事例紹介では、公立図書館司書の立場から、

斜里町の学校図書館支援センターにおける町立

図書館を中心としたネットワーク化された学校

支援の事例を紹介いただきました。また、学校

司書の立場からは、網走市内の中学校における、

生徒や教職員をまるごと図書館へ惹き込む取組

事例をご紹介いただきました。 

 

講義「子どもたちの『知りたい』・ 

『学びたい』に応える学校図書館」 
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演習「図書館ｄeビブリオバトル」 

ビブリオバトルの演習では、４人のバトラーの

方におすすめする本を発表していただき、一番

読みたくなった本を選ぶ取組に、会場が一体と

なり行うことができました。 

感染拡大防止のため、マスクやビニールの衝

立ごしの研修となりましたが、それでも生の声

で発表を聞き、ライブ感を味わえる良さを実感

した研修となりました。 

 

■ 日  時： 

令和２年（２０２０年）１０月２２日（木）１０：３０～１５：５０ 

■ 会  場：北見経済センター 

■ 参加人数：３４名 

■ 内  容： 

講義「子どもたちの『知りたい』・『学びたい』に応える学校図書館」  

 （公社）全国学校図書館協議会学校図書館スーパーバイザー  野村 邦重  様 

事例紹介①「図書館が行う学校支援の事例」   斜里町立図書館奉仕係主事 宮島 舞子 様 

事例紹介②「学校司書が行う学校支援事例～学校まるごと惹き込むアイディア色々～」 

網走市学校図書館司書 浜田 冴子 様 

演習「図書館ｄeビブリオバトル」 

      道立図書館総務企画部企画支援課企画主幹（子ども読書） 伊藤 嘉奈子 

※ 研修終了後、希望者による北見市立中央図書館の見学も行いました。 

■ 事後アンケートから 

・公共図書館が学校図書館と連携・協力することの大切さを十分理解できました。 

・学校図書館の実情について知る機会があまりなかったので、実際に何をやっているのか、子ど 

もたちとどう関わっているのかを知ることができて良かったです。 

・斜里、網走それぞれに、思いのこもった熱い発表から、伝わるヒントがたくさんありました。 

・ビブリオバトルを初めて見ましたが、人に本をすすめてもらう面白さを体験できました。 

                   （企画支援課） 
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今年度の協議会は、次のとおり開催しました。 

 

・ 第１回 令和２年（２０２０年）７月３０日（木） 

北海道立図書館研修室   出席委員 ８名 

   

議 題 令和元年度業務実績報告について 

 

その他 新型コロナウイルス感染拡大に伴う対応について 

          令和元年度の施設整備について 

          市町村立図書館等活動支援誌 あけぼのつうしんNo.７０ 

          市町村立図書館等活動支援誌 あけぼのつうしんNo.７１ 

          北海道議会図書室 ６月新着図書のご案内 

          北海道立図書館パスファインダーNo.３１ 

          北海道立図書館子ども向けパスファインダー 

          知里幸恵展示「知里幸恵ノート １９年の生涯をかけた偉業」 

 

・ 第２回 令和２年（２０２０年）１２月２日（水） 開催中止 

※道内における新型コロナウイルス感染拡大のため 

 

・ 第３回 令和３年（２０２１年）３月 開催予定 

 

 

■ 今年度は図書館協議会委員の改選期で、令和２年１１月から２年間の任期として、各関係団

体等の推薦及び公募により１０名の委員が就任しました。 

今回の改選により、５名の委員が新しく就任し、女性の委員は４名となりました。 

 

■ 協議会に関する情報をホームページに掲載していますので、是非、ご覧ください。 

道立図書館ホームページトップページ＞道立図書館とは＞北海道立図書館協議会 

ホームページアドレス：https://www.library.pref.hokkaido.jp/ 
 

              （管理課） 

 

令和２年度（２０２０年度）北海道立図書館協議会 
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２０２０・第７４回読書週間ポスター 

 （公益社団法人読書推進運動協議会） 

（公社）読書推進運動協議会では、「読書週間」事業のひ

とつとして、全国優良読書グループ表彰を実施しています。

北海道読書推進運動協議会においては、全国表彰への推薦

と併せて独自に北海道表彰を行っており、今年度は次のと

おり受賞が決定しました。 

 

■ 全国表彰（１団体） 

・リーディング倶楽部たんぽぽ 

湧別町 平成１０年設立 

■ 北海道表彰 本賞（５団体） 

・よみきかせサークル「ノンタン」 

富良野市 昭和６３年設立 

・おはなしの会ピッピ 東川町 平成８年設立 

・読み聞かせグループ「おはなし会 ぽっかぽか」 初山別村 平成１６年設立 

・森のお話ふくろう 大空町 平成８年設立 

・釧路市点訳奉仕はなあかり会 釧路市 昭和５３年設立 

■ 北海道表彰 奨励賞（１団体） 

・推薦なし 

 

受賞グループの詳細については、北海道読書推進運動協議会が発行している『北読進協だより』

第３７号に、受賞グループの寄稿文が掲載されています。『北読進協だより』は当館ホームページか

らご覧いただけます。 

道立図書館ホームページトップページ＞図書館の方へ＞北海道読書推進運動協議会 

https://www.library.pref.hokkaido.jp/web/relation/qji1ds0000000fvt.html 

  （企画支援課） 

令和２年度（２０２０年度） 

全国優良読書グループ表彰・優良読書グループ北海道表彰 

北海道読書推進運動協議会
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事業名 開催日 開催場所 概要 参加人数 備考

1
北海道立図書館・北海道立近代美
術館連携事業

①令和2年  9月19日～
令和2年11月  8日

②令和2年11月21日～
令和3年  1月17日

③令和3年  2月27日～
令和3年  4月  4日

札幌市
（北海道立近代美術館）

相互の利用者サービスの向上を図る
ため、道立近代美術館で開催する展
覧会に連動し、特設コーナーを設けて
道立図書館の蔵書を紹介する

①「神田日勝　大地への筆触　～北海
道立図書館の蔵書から」
②「デビュー50周年記念　諸星大二郎
展　～北海道立図書館の蔵書から」
③「猫まみれ展　ＭＡＸ　～北海道立
図書館の蔵書から」

-

2 全道図書館新任職員研修会
令和2年10月 8日～

令和2年10月 9日
札幌市

（札幌市教育文化会館）
道内の図書館等に勤務する職員を対
象とした、新任職員向け研修

53名

3
わかりやすい健康に関する情報講
座

令和2年10月16日 北海道立図書館
江別保健所保健師による冬の感染症
から身を守るための講演

21名

4
アイヌ文化普及啓発事業
講演会「知里幸恵ノート」と『アイヌ
神謡集』

令和2年10月18日 北海道立図書館
アイヌの物語「神謡」の特徴などにも
ふれながら、知里幸恵と「知里幸恵
ノート」、『アイヌ神謡集』について紹介

18名

5
全道図書館専門研修〈子ども読書
（学校支援）〉

令和2年10月22日
北見市

（北見経済センター）

公共図書館（図書室）職員、市町村教
育委員会職員、学校図書館関係職員
等、学校図書館等向け研修

34名
テーマ：「活用・連携・実
践！-学校図書館を深い学
びの場に-」

6

講演会・資料で語る北海道の歴史
（第21回）「江戸時代の輸出産品
ロード　－北海道発（長崎・沖縄経
由）中国行－」

令和2年10月24日 北海道立図書館
江戸時代の海外への道産品の流通に
ついて、特にアイヌ民族による商品の
生産・出荷等の過程に注目し紹介

19名

7
令和2年度書庫ツアー
※新型コロナの影響により中止

令和2年11月11日 北海道立図書館
20世紀の映画の分野を中心に書庫で
資料を紹介

-

8

北海道図書館振興協議会第2回理
事会・全道図書館長会議
※新型コロナの影響により中止、理
事会は書面開催に変更

令和2年11月20日
札幌市

（ホテルライフォート札幌）
北海道図書館振興協議会理事会、館
長会議及び講話

-

9
道議会図書室・道立図書館連携展
示事業

①令和2年11月25日～
令和3年 2月18日

②令和3年 2月24日～
令和3年 3月24日

札幌市
（北海道議会図書室）

当館と道議会図書室の資料を併せて
展示

①「感染症を知る」
②「縄文遺跡群」

-

10
全道図書館専門研修〈経営（企画･
広報）〉
※新型コロナの影響により中止

令和2年11月26日
岩見沢市

（岩見沢市生涯学習
センターいわなび）

道内公立図書館（図書室）職員、市町
村教育委員会職員、学校図書館関係
職員向け研修

-

11

アイヌ文化普及啓発事業
利用講座「映像によみがえる北海
道」
※新型コロナの影響により中止

令和2年12月 5日 北海道立図書館
1982年の映像「静内川・アイヌのくら
し」から、「伝統を受け継ぐ」ことの意味
について考える

-

12
全道図書館専門研修〈サービス（レ
ファレンス）〉
※Zoomによる開催に変更

令和2年12月10日～
令和2年12月11日

札幌市（ACU）
北海道立図書館

公共図書館（図書室）職員、市町村教
育委員会職員、学校図書館関係職員
等、学校図書館等向け研修

46名
テーマ：「市民の暮らしの知
りたい！に応えるために図
書館ができること」

13
全道図書館専門研修〈サービス（資
料保存）〉
※新型コロナの影響により中止

令和3年 1月15日
札幌市

（北海道立道民活動
センター）

道内公立図書館（図書室）職員、市町
村教育委員会職員、学校図書館関係
職員向け研修

-

14

第2回北海道図書館連絡会議、
第61回（令和3年度）北海道図書館
大会運営委員会（第1回）
※Zoomによる開催に変更

令和3年 1月22日 北海道立図書館

北海道図書館振興協議会、北海道地
区大学図書館協議会、私立短期大学
図書館協議会北海道地区協議会、北
海道学校図書館協会、専門図書館協
議会、北海道立図書館

8名

15

第3回北海道図書館連絡会議、
第61回（令和３年度）北海道図書館
大会運営委員会（第2回）
※Zoomによる開催に変更

令和3年3月予定 北海道立図書館

北海道図書館振興協議会、北海道地
区大学図書館協議会、私立短期大学
図書館協議会北海道地区協議会、北
海道学校図書館協会、専門図書館協
議会、北海道立図書館

8名

令和２年度（２０２０年度）下半期の事業一覧
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月 上  旬 中  旬 下  旬 

４   大型えほん展示 (下旬～5月上旬) 

北図振 第1回理事会･総会 (23日 札幌市) 

子ども読書の日 (23日) 

こどもの読書週間 (4/23～5/12) 

図書館記念日 (30日) 

５ 北学図 定期総会 

図書館振興の月 

 道民カレッジ連携講座 北方資料室書庫ツアー(29

日) 

北読進協 総会 (札幌市) 

６ 北図振 全道図書館新任職員研修会(10～11 日 

当館) 

道民カレッジ連携講座 子ども向け書庫ツアー

北日図連 総会･第1回

理事会 (青森県) 

日図協 公共図書館部会

総会 (東京都) 

第1回北海道図書館連絡会議  

北日図連 北日本図書館大会 (福島県) 

全公図 定期総会 (東京都) 

７ 北図振 全道図書館中堅職員研修会(8～9日 当

館) 

北図振 管内図書館振興協議会等地方研究集会 

(5～2月 各管内で開催) 

 道民カレッジ連携講座 利用講座(31日) 

第 1回北海道立図書館協議会 

８   北図振 「北海道図書館関係職員録」発行 

９ 北図振 北海道図書館大会 (8～9日 札幌市)  道立図書館まつり 

10 道民カレッジ連携講座 講演会 わかりやすい健康に関

する情報講座 

道民カレッジ連携講座 講演会 

北図振 全道図書館専門研修〈サービス(地域資料)〉(八

雲町) 

北図振「北海道の図書館-令和3年4月現在-」発行

読書週間 (10/27～11/9) 

文字・活字文化の日 (27日) 

11 道民カレッジ連携講座 書庫ツアー 

北読進協 優良読書グループ表彰 

図書館総合展 

北図振 第2回理事会･

全道図書館長会議（19

日 札幌市） 

日図協 全国図書館大会 

(11～12日 山梨県(オン

ライン)) 

第 2回北海道立図書館協議会 

第2回北海道図書館連絡会議 

北図振 全道図書館専門研修〈経営(企画･広報)〉(名

寄市) 

日図協 全国公共図書館研究集会(児童青少年部

門)･北日図連 北日本図書館連盟研究協議会 (25～26

日 盛岡市) 

12 道民カレッジ連携講座 利用講座 

北図振 全道図書館専門研修 〈子ども読書(地域

支援)〉(9～10日 当館) 

北学図 青少年読書感想文全道コンクール及び

北海道指定図書読書感想文コンクール表彰式 

(札幌市) 

北日図連 北日本図書館

地区別研修会(青森県) 

 

１ 北学図 北海道学校図書館研修講座 北図振 全道図書館専門

研修〈経営(関係法規)〉

(14日 当館) 

 

２   北日図連 第2回理事会  

３   第 3回北海道立図書館協議会 

第3回北海道図書館連絡会議 

※ 上記の日程は変更になる場合があります。 
 
＜凡例＞  

・北図振･･･北海道図書館振興協議会 ・北日図連･･･北日本図書館連盟  ・北読進協･･･北海道読書推進運動協議会  

・北学図･･･北海道学校図書館協会  ・日図協･･･日本図書館協会    ・全公図･･･全国公共図書館協議会 

令和３年度（２０２１年度）事業計画 
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〈 北海道立図書館情報システムが新しくなりました 〉 

３月８日に北海道立図書館情報システムが稼働しました。 

６年ぶりとなる今回の更新では、オンライン上でできる仮利用登録、貸出延長等の新機能が追加

されました。 

また、当館ホームページや北方資料デジタルライブラリー等のウェブコンテンツも大きくリニュ

ーアルし、さらに使いやすく便利に。詳しくは、当館ウェブサイトを御覧ください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

掲 示 板 

北海道立図書館報 第２１０号 
令和３年（２０２１年）３月１７日 発行 

北海道立図書館長  岩 渕   隆 

〒069-0834 江別市文京台東町４１番地 

ＴＥＬ： 0 1 1 - 3 8 6 - 8 5 2 1（ 代    表 ） 

ダイヤルイン 

3 8 6 - 8 5 3 1（ 総 務 企 画 部 ） 

3 8 6 - 8 5 2 2（ 一 般 資 料 室 ） 

3 8 6 - 8 5 2 3（ 北 方 資 料 室 ） 

ＦＡＸ：0 1 1 - 3 8 6 - 6 9 0 6 

E - m a i l：support@library.pref.hokkaido.jp 

ホームページ：http://www.library.pref.hokkaido.jp 
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